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豪州では5月3日に3年ぶりの総選挙が実施される。改選対象は下院の全151議席と上院の約半数にあ
たる40議席。3年間の改革実績を持って選挙に臨むアルバニージー現首相率いる与党の労働党と、保
守路線への回帰を目指すダットン自由党党首率いる野党の保守連合の対決が注目される。

2022年5月に成立したアルバニージー政権は、同年9月の「気候変動法」で2050年までのネットゼ
ロ目標を国内法化し、再生可能エネルギー導入を加速させた。一方、エネルギーコスト上昇なども
含む生活費高騰問題に対しては、2022年からの電気料金支援策の他、2023年8月の「国家住宅ア
コード」で向こう5年間で120万戸の新規住宅提供を約束するなどの対応をした。移民政策では国内
の住宅不足に配慮しつつも永住移民枠を段階的に拡大するなど総じて移民受け入れに寛容な姿勢を
継続。外交では、中国との関係改善が大きな成果とされ、中国による豪州製品の輸入制限解除など
で合意に至った一方、クアッドやAUKUSの枠組みを通じて米国との安全保障協力も維持してきた。

これに対して、野党最大勢力である自由党・国民党の保守連合は、エネルギー政策に関して2050年
ネットゼロ目標には賛同しつつも、価格安定やエネルギー安全保障の観点を重視して労働党が掲げ
る2030年の再エネ導入率82%目標の撤回や原発の導入を主張する。また、移民政策についても受け
入れ制度の厳格化などを唱える。一方、対中方針では人口の約5%を占める中国系への配慮からか、
従来の強硬路線を控える言動も目立つ。

なお、保守連合のダットン氏は、反多様性を訴える姿勢からトランプ米大統領との類似性も指摘さ
れるが、2021年に総人口約2,700万人に占める移民の割合が50%を超えた豪州では、多様性や移民
を巡る社会状況も米国（移民割合は推計で約14%）とは大きく異なる。また、与野党ともに米国の
関税政策には対話で応じる姿勢だが、「トランプ」的な政策に対する国内の反感も強まっている。

直近の世論調査では、支持政党別で野党の保守連合がリードするも、最終的な選挙結果との関連性
が強いとされる労働党・保守連合の上位２党対決で与党の労働党が優勢。足元では野党側が公約を
二転三転させる中で与党優位の気配もあるが、依然予断を許さない状況だ。緑の党などの第3勢力も
台頭する中、2大政党がともに単独過半数を確保できずに少数政党と連立を行う展開も考えられる。

豪州選挙プレビュー：中道左派路線は継続するのか
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（出所）両党HP、各種報道などより丸紅経済研究所作成

▽与野党の首相候補

（出所）IEA、CEICなどより丸紅経済研究所作成

▽電源構成・物価

（注）各種世論調査を出所元が平均化。レンジは95%信頼区間。
（出所）Guardian

▽世論調査（4/25時点）

（注）下院は25年2月6日、上院は24年10月9日時点（議会教育局）。
（出所）議会教育局、各種報道などより丸紅経済研究所作成

▽議会・選挙制度／議席状況

二院制
下院：151議席（小選挙区、任期3年）
上院：76議席（比例代表、任期6年）
→（2025年）下院全151議席、上院40議席が改選対象

義務投票制 投票棄権の場合は罰金制度。投票率は90%近い

優先順位
記載方式

全候補者に順位をつけて投票し、過半数獲得候補が出る
まで最下位候補の票が順次再配分される投票方式

両院の関係 上下両院は法案審議などで対等（首相は下院で選出）
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A・アルバニージー首相 P・ダットン自由党党首
【略歴】1963年シドニー生(62歳)。
労働党。シドニー大卒。2022年か
ら現職。豪州初のイタリア系首相。
【政治姿勢】温和な左派として知ら
れ、同性婚支持、再エネ導入などを
掲げる。23年11月には豪州首相と
して7年ぶりに中国を訪問(国交50
周年)。

【略歴】1970年ブリスベン生(54
歳)。QLD州警察アカデミー卒。モ
リソン前政権では国防相、内務相な
どを歴任。2022年から現職。
【政治姿勢】保守強硬派で知られ、
治安維持の観点などから移民政策で
厳格路線、中国への警戒を唱えてき
たが軌道修正の動きも。

＜与党＞

＜支持政党＞
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豪州議会選挙では、「優先順位記載方式」により得票率が第3位以下の
候補者（政党）を支持する投票者の票も、最終的に第1位、第2位に集
約されるため、世論調査でも上位2党間の選好が重視される。

電源構成（発電量ベース） 消費者物価指数（CPI）

（前年比、％）
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※現政権中の変化率

電気料金には各種支援策
を実施(22/12～)。
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